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茨城史料ネット代表　高橋　修


1、豪雨災害発生
　9月10日、出勤のため車に乗ると間もなく、叩きつけるような激しい雨になった。笠間市の自宅から茨城大学に向かう途中、前日すでに福島県棚倉町に入っているはずの同僚の添田仁先生に携帯電話で連絡をとった。8時30分頃のことだ。
　茨城史料ネットは、東日本大震災で被災した後、その時受けた傷みが進行している、棚倉町の都々古別神社の別当・八槻家の土蔵に収蔵される資料を、高橋他茨城大学教員の受託研究のかたちで調査すべく、学生たちとともに、この日から2日間、活動する予定であった。
　間もなく大雨特別警報が出された。こうした状況下で、学生たちを現地に送り込むのは適切ではない。しかしすでに出発の時刻は過ぎている。大学の行事や会議のため、初日の活動参加を断念し、出勤せざるをえなかった私は、その後も添田先生と連絡をくりかえし、10時過ぎには、出発を断念した以外の学生が、現地に到着したことが確認できた。この間、ラジオやインターネットでは、盛んに栃木県内の鬼怒川流域の豪雨とその被害を伝え始めていた。
　出勤すると間もなく、この日予定されていたすべての行事や会議が中止になり、過去に洪水を起こしている那珂川を渡って通勤している職員に、帰宅を促す指示が出された。午前中のうちに、筑波大学の白井哲哉先生からのメールで、鬼怒川の氾濫を知る。茨城史料ネットの今後の対応についての相談もあった。午後には茨城県内の鬼怒川の堤防決壊・越水による甚大な被害が、次々と映像とともに飛び込んできた。翌日には、棚倉町の調査に合流しなければならない。大学院生に資料レスキューのための資材備蓄の確認を指示するとともに、白井先生に茨城での対応と情報収集を依頼し、自分は翌日の棚倉入りの準備に取り掛かった。
　翌日、自家用車で棚倉町に向かった。他の河川の状況も気かがりだ。那珂川を渡って、久慈川に沿って北を目指したが、さしたる支障もなく、9時30分には八槻家に到着することができた。午前の作業中に、県文化課から電話が入る。主として指定文化財の確認調査のため、14日・15日に鬼怒川沿いの巡検に入るという予定を伝えてくれた。その過程で未指定の被災資料等の救済の必要があれば、いつでも連絡してほしい旨、依頼する。
　東日本大震災の時は、われわれボランティアと行政の連携が取れず、活動開始の大きな支障となった。今回、こうしたやり取りが、災害直後にできたことは、茨城県の史料保全の小さいながらも前進だと思う。
　学生たちの奮闘により、棚倉における2日目の作業も滞りなく終了。震災で傷ついた土蔵に収められた八槻家資料の全貌をつかむための第一歩を踏み出すことができた。この日、天気は少しずつ回復に向かっていた。（転載歓迎　つづく）


⇒東北・関東豪雨災害による資料レスキューに関するお問い合せは、

茨城史料ネット　代表　高橋修　osamu.takahashi.nzn@vc.ibaraki.ac.jp　まで


----------------------------------------------------------------------
[茨城史料ネットの活動資金の御支援のお願い]

当会の文化財・歴史資料の救済・保全活動を御支援ください。下記の通り、郵便振替にてご送金をお願いします。

［加入者名］茨城史料ネット　［口座番号］10610-13130841
----------------------------------------------------------------------

********************************
茨城史料ネットワーク事務局　
 茨城大学人文学部添田仁研究室
E-Mail：soeda＠mx.ibaraki.ac.jp
（＠を小文字にして下さい）
********************************

